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橋梁補修工事の発注に関する説明会を開催

金沢河川国道事務所では、今後発注を予定している『（仮称）国道１５７号犀川大橋

橋梁補修工事』において、北陸地方整備局では初めて、「技術提案・交渉方式（技術協

力・施工タイプ）※」による調達方式を適用します。

つきましては、下記のとおり、建設業者の皆様を対象とした事前の説明会を行います

ので、お知らせします。

○日 時：平成２８年１２月６日（火）午前１１時００分～

○場 所：金沢河川国道事務所 ２階会議室

（住所：金沢市西念４丁目２３番５号）

○取 材：当説明会は公開で行います。
取材を希望される方は、２階会議室までお越し下さい。

かなざわ

かなざわ なかた ひかる

金沢河川国道事務所 道路管理第二課長 中田 光
かなざわ さいねん

住所 ： 金沢市西念４丁目２３番５号
電話 ： ０７６－２６４－９９１８（道路管理第二課直通）
ＦＡＸ ： ０７６－２３３－９６３２

お問い合わせ先

さいがわおおはし

かなざわ さいねん

かなざわ

※ 技術提案・交渉方式（技術協力・施工タイプ）とは？

・ 技術提案・交渉方式とは、現場条件等が特殊で当該工事の仕様の確定が困難である場合に技術提
案を公募の上、その審査結果を踏まえて選定した者（以下、「優先交渉権者」）と工法、価格等の交
渉を行うことにより仕様を確定して契約する方式です。

・ この方式のうち技術協力・施工タイプは、優先交渉権者と技術協力業務の契約を締結し、別の契約
に基づき実施している設計に技術提案内容を反映させながら価格等の交渉を行い、交渉が成立し
た場合に施工の契約を締結します。

・ この調達方式を適用することで、最適な仕様、工法を確定した上で契約することが可能となり、工事
着手後の大幅な仕様変更を抑制できる等、発注者・受注者の双方にメリットがあると考えています。



【別紙】技術提案・交渉方式（技術協力・施工タイプ）について
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・国道157号犀川大橋の補修工事にあたっては、定期点検における損傷等の不可視部分の存在や、
金沢中心部での工事となり交通規制等に著しい制約があること等を勘案すると、通常の設計業務
では最適な仕様を確定することが困難であり、工事着手後に大幅な変更を生じ、円滑な施工に支
障を及ぼす事が懸念されます。

・このことから本方式を適用し、設計段階から施工者独自のノウハウや工法等の技術協力を得な
がら設計を行い、工事着手後の円滑な施工を図るものです。

技術提案・交渉方式に関する詳細は

http://www.mlit.go.jp/tec/koushouhoushikigaido.html

国土交通省ホームページ『国土交通省直轄工事における技術提案・交渉方式の運用について』


